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学習指導要領が全面実施となり、小学校では２年、中学校では１年が経過しようとし
ています。各学校においては、本年度１年間の授業実践について振り返り、総括した上
で平成25年度を迎える準備を進めておられることと思います。
そこで、今回は、主に中学校の英語科担当教員が本年度の授業を振り返る視点につい

て、紹介します。

ここがポイント！
「新学習指導要領において授業時数がなぜ増加されたのか」・・・
授業計画・実践において最も意識されなければならない視点の一つです。

言語活動の充実

□ 言語材料の定着
□ 言語材料を統合して使う力

の育成

・・・では、どんな言語活動を行えばよいのでしょうか。

☆ 授業に 英語を使って○○ができるようにする活動 を取り入れる

いずれも、学習した様々な言語材料の蓄積の中から、必要なものを選択して使用する活動

です。増加した３５時間を各単元に割り振り、単元末にどのような言語活動ができるのかを

予め計画して、その活動が「できる」ようにするための指導をしていくことが大切です。

文章等を読んだ後に、自分の感

想や意見等を、理由をつけて述

べられるように読むことができ

る。

読んだ内容について、自分の体験や考えに照らし、作文をする。又は、スピーチをする。

増えた授業時数35時間の産物は？

【新学習指導要領】

○各学年35時間時数増
○指導する語数増
○指導する文法事項等
の追加なし

何
の
た
め
に
？

「言語材料の定着」のみに時間を割い

ていませんか？

スピーチや天気予報な

どまとまりのある英語

を聞いて、内容を理解

できる。

小学校外国語活動により、音声に慣れ親し

んで入学してきた生徒の「英語がもっと使える

ようになりたい」という願いに応えられる授業

の工夫をし、４領域の総合的な指導を！

あるテーマについて、自

分の意見や主張を相手に

わかりやすく話すことが

できる。

与えられたテーマについ

て、内容にまとまりのある

文章を書くことができる。

【読む・書く】、【読む・書く・話す】の領域の統合

聞く 話す 読む 書く



ここがポイント！
「本時の目標 ＝ 新出単語や文を理解し、使えるようにする」の積み重ねでは、
新学習指導要領の趣旨に沿った言語活動とはなりません。「学習した語彙や文を使
って、○○ができる」ことが求められています。
文部科学省作成の「言語活動の充実に関する指導事例集」に集録されている第

２学年の指導事例を紹介しますので、単元計画作成の参考にしてください。

【単元の目標】ハロウィンと日本の祭りとを比較しながら、ALTに口頭で説明する。

各単元の学習到達目標を「英語で何ができるようになるか」として示

し、年間指導計画に位置付けて実践することで、「言語活動の充実」が図

られます。また、日々、教科書を始めから順に教えることに追われる授

業から、「教科書で」教える授業への転換にもつながります。

「できる」を目標とした計画がミソ

単元名 Lesson4 Halloween

単元の展開（全７時間）

本時の学習（５／７時間）
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この中で、単元目標達成に向けて、言

語材料の定着を図ります。

本
時
の
目
標
を
、
単
元
目
標
達
成
の
た
め

に
設
定
さ
れ
た
一
つ
の
目
標
と
捉
え
ま
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Can-Doリスト
形式の学習到

達目標の設定


